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すること、そしてその強磁性的状態は次の三つの特徴、 1 )局所ループ(三角もしくは四角)の存在、 2 )大域的な
connectivity の成立、 3) 高電子数、によって生じるということが結論付けられた。以下より具体的に見てし、く。











態は出現し得ないこと、 B) 長岡の定理は成立しないが、更にホールを増やすと特徴 2 )が回復し、強磁性的状態が




数値的な結果を合わせて考えることにより、 α) スパイラルの出現は系の周期性と fermion sign の影響であり、
? ?A性
本質的には強磁性であること、 ß) 熱力学的極限において強磁性であり得ること、も結論付けられた。これらの結
果は遍歴電子強磁性の研究における重要な進展と位置付けられるo
論文審査の結果の要旨
渡部祐己君は強い相互作用を持った遍歴電子系の基底状態における強磁性出現の条件を、種々の一次元模型の性質
を数値的に調べることによって理論的に考察し、局所ループの存在とその連結性、高フィリング等が重要となってい
ることを明らかにした。この研究は強磁性の電子論的な研究分野に大きく貢献し、博士(理学)の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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